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〔アンケート調査の概要〕

１．基本属性
（１）性別
（２）年齢
（３）居住地区
（４）勤務状況
（５）家族構成
（６）国保加入年数

２．健診の認知度
（１）特定健診の認知度
（２）総合健診の認知度
（３）人間ドック健診の認知度
（４）助成制度の認知度
（５）無料の認知度
（６）封筒の認知度
（７）意義の認知度

３．未受診の理由と受診の条件
（１）未受診の理由（他で受診）
（２）未受診の理由（他で受診以外）
（３）未受診の理由（自由記述）
（４）受診の条件
（５）受診の条件（自由記述）
（６）受診促進の条件
（７）受診促進の条件（自由記述）

４．健康の状態と意識
（１）健康状態
（２）健診の意識
（３）健診の意識（自由記述）

〔まとめ〕

（添付資料）アンケート内容

目次
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（注）グラフで回答者が無い項目については、見やすさのため、「0.0%」の表示を省略しています。



©2023 Japan System Techniques Co., Ltd.

（１）目的

特定健診未受診者の傾向や特定健診等に対する意識及び意向
を把握・分析し、保健事業を検討するうえでの基礎資料とする
ことを目的とし、アンケート調査を実施する。

（２）調査対象

令和２年４月１日から令和５年３月31日まで継続して市国民
健康保険の資格を有する40歳以上の者（令和２年度末年齢）で、
かつ、令和２年度・令和３年度・令和４年度のいずれの年の特
定健診も受診していない者（３年連続未受診者）。調査対象者
は貴市が抽出し、対象者リストデータを弊社に提供。

（３）調査件数

調査対象者のうち4,000件（無作為抽出）とする。

（４）調査実施期間※

令和５年５月19日（金）～令和５年６月14日（水）

※集計結果は６月30日消印分まで反映。

（５）集計に関する注意事項

一部帳票の割合について、割合は小数点第二位以下を四捨五
入して記載しているため、合計した結果100%にならない箇所
が存在する。

アンケートの回収総件数は1,107人となった。以降、集計各
項目に回答者数を記載しているが、無回答者や複数回答者がい
た影響により、回収総件数と集計総件数が異なる場合がある。

クロス集計については、集計する各設問の回答者数を母数と
して割合を算出している。

※アンケート内容の詳細は添付資料を参照。

〔アンケート調査の概要〕
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１．基本属性
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回答者の基本属性を示しています。

男女別では、女性が53％とやや多くなっています。

年齢階級別では、70～74歳が38％で最も多くなっています。

（１）性別、（２）年齢

4

Q１-１．性別

Q１-２．年齢

１．基本属性
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回答者の居住地区を示しています。

野火止が最も多くなっています。

（３）居住地区

5

Q１-３．居住地区

１．基本属性
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居住地区別に、送付者に対する回答者割合の結果を示します。
送付者に対して最も回答者割合が高かったのは、新座地区で
40.9%、次いで割合が高かったのは新堀地区で35.7%でした。
この結果から、新座地区や新堀地区のような回答者割合が高い
地区では、特定健診に対する関心が高い可能性があります。

（３）居住地区

6

１．基本属性
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（４）勤務状況

7

勤務状況では、無職と回答した方が404人（36.9％）で一番
多く、次いで、自営業と回答した方が220人（20.1％）、非
常勤でお勤め（パートタイムなど）と回答した方が201人
（18.3％）という結果となりました。

１．基本属性

Q１-４．勤務状況
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家族構成では、同居人ありの方が84％となっています。

国保加入年数では、10年以上の方が76％を占めています。

（５）家族構成、（６）国保加入年数

8

Q１-６．国民健康保険加入年数

Q１-５．家族構成

１．基本属性
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２．健診の認知度
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（１）特定健診の認知度

10

Q２-１．「特定健診」について知っているか

特定健診の認知度を、言葉も内容も知っている割合、言葉は
聞いたことがある割合（知名度）を含めてききました。

特定健診について、「言葉も内容も知っている」と回答した
方は62.9%、「言葉は聞いたことがある」と回答した方は
35.1%と、約98%が特定健診について耳にしたことがあると
回答しました。

２．健診の認知度
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特定健診の認知度について、男女別・年齢階級別のクロス集
計を示します。

男女別でみると、特定健診の認知度は、女性の方が１割ほど
高くなっています。

年齢階級別では概ね高齢になるほど、特定健診の認知度は高
くなっています。

（１）特定健診の認知度

11

２．健診の認知度
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特定健診の認知度について、居住地区別のクロス集計を示し
ます。

特定健診の認知度が最も高い地区は東北で、次いで道場です。
最も低い地区は本多で、次いで堀ノ内です。

（１）特定健診の認知度

12

２．健診の認知度
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特定健診の認知度を、現在の勤務状況※別に確認したクロス
集計を示します。

勤務状況別に各回答の割合をみると、「自営業」の方におけ
る認知度は、他の勤務状況の方よりも低い割合を示していま
す。一方、知名度については、他の勤務状況の方よりも高い
割合を示しています。

（１）特定健診の認知度

13

（注）元の①Q１-４×Q２-１

２．健診の認知度
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特定健診の認知度を、現在の家族構成別に確認したクロス集
計を示します。

家族構成別に割合をみると、「同居人あり」の方よりも、
「単身世帯」のほうが、認知度が低く、知名度が高い結果と
なりました。

（１）特定健診の認知度

14

（注）元の⑦Q１-５×Q２-１

２．健診の認知度
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総合健診については「言葉も内容も知っている」「言葉は聞
いたことがある」と回答した方の合計が約85%と、特定健診
よりも若干認知度が低い結果となりました。

（２）総合健診の認知度

15

Q２-２．「総合健診」について知っているか

２．健診の認知度



©2023 Japan System Techniques Co., Ltd.

人間ドック検診について、「言葉も内容も知っている」と回
答した方と「言葉は聞いたことがある」と回答した方を合計
すると約98%となり、前頁の特定健診と同様の結果となりま
した。

（３）人間ドック健診の認知度

16

Q２-３．「人間ドック検診」について知っているか

２．健診の認知度
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国保の健診を受けていない方への助成制度については「まっ
たく聞いたことがない」と回答した方が61.3%と半数を超え
る結果となりました。

（４）助成制度の認知度

17

Q２-４．「国保の健診を受けていない方への助成制度」
について知っているか

２．健診の認知度
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特定健診について、無料で受けられることの認知度（無料の
認知度）を聞いたものです。

特定健診について、「無料で受けられることを知っている」
と回答した方は約89%で、ほぼ9割の方が知っていることがわ
かりました。

（５）無料の認知度

18

Q２-５．特定健診が無料で受けられることを知っているか

２．健診の認知度



©2023 Japan System Techniques Co., Ltd.

特定健診の無料の認知度について、男女別・年齢階級別のク
ロス集計を示します。

男女別でみると、無料の認知度は、女性の方が6ポイントほ
ど高くなっています。

年齢階級別でみると、いずれの年齢階級においても、無料の
認知度は8割以上となっています。

（５）無料の認知度

19

２．健診の認知度
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特定健診の無料の認知度について、居住地区別のクロス集計
を示します。

無料の認知度が最も高い地区は道場で、次いで東北です。最
も低い地区は本多で、次いで畑中です。

（５）無料の認知度

20

２．健診の認知度
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特定健診が無料で受けられることの認知度（無料の認知度）
を、現在の勤務状況別に確認したクロス集計を示します。

勤務状況別に各回答の割合をみると、「自営業」の方のうち、
「知っている」と回答した方が、他の勤務状況の方よりも低
い割合を示しており、「知らない」と回答した方は、他の勤
務状況の方よりも高い割合を示しています。

（５）無料の認知度

21

（注）元の②Q１-４×Q２-５

２．健診の認知度
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現在の家族構成別に特定健診が無料で受けられることの認知
度を確認したクロス集計になります。

家族構成別に割合をみると、「単身世帯」の方よりも、「同
居人あり」のほうが、「知っている」と回答した割合が低く、
「知らない」と回答した方が高い結果となりました。

（５）無料の認知度

22

（注）元の⑧Q１-５×Q２-５

２．健診の認知度
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（６）封筒の認知度、（７）意義の認知度

23

Q２-６．毎年、緑色の封筒で特定健診の案内を送っていることを

知っているか

Q２-７．特定健診が生活習慣病を見つけるための健診であることを

知っているか

２．健診の認知度
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３．未受診の理由と
受診の条件
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特定健診を受けていない理由は、「その他」と回答した方が
544人（46.1％）と一番多く、次いで、「かかりつけ医で定
期的に検査をしているため」と回答した方が465人
（39.4％）、「職場の健診を受診したため」と回答した方が
116人（9.8％）の順に多い結果となりました。

（１）未受診の理由（他で受診）

25

Q３-１．特定健診を受けていない理由

３．未受診の理由と受診の条件
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（１）未受診の理由（他で受診）

26

未受診の理由（他で受診）について、男女別・年齢階級別の
クロス集計を示します。

男女別でみると、未受診の理由（他で受診）は、男女で概ね
同じ傾向となっています。

年齢階級別でみると、「施設に入所または医療機関に入院し
ているため」が高齢になるほど多くなっています。

３．未受診の理由と受診の条件
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未受診の理由（他で受診）について、居住地区別のクロス集
計を示します。

未受診の理由（他で受診）で「その他」が最も高い地区は西
堀で、次いで東北です。最も低い地区は中野で、次いで片山
です。

（１）未受診の理由（他で受診）

27

３．未受診の理由と受診の条件
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現在の勤務状況別に特定健診を受けていない理由を確認した
クロス集計を示します。

勤務状況別に各回答の割合をみると、「かかりつけ医で定期
的に検査をしているため」と回答した方が、どの勤務状況の
方においても、上位を占めています。

（１）未受診の理由（他で受診）

28

（注）元の③Q１-４×Q３-１

３．未受診の理由と受診の条件
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特定健診を受けない理由ごとに、「国保の健診を受けない方
への助成制度」の認知度を確認したクロス集計になります。

特定健診を受けない理由として「職場の健診を受診したた
め」と回答した方と「かかりつけ医で定期的に検査をしてい
るため」と回答した方において、国保の健診を受けない方へ
の助成制度を「まったく聞いたことがない」と回答した方は
半数以上を占める結果となりました。

（１）未受診の理由（他で受診）

29

（注）元の⑨Q３-１×Q２-４

３．未受診の理由と受診の条件
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Q３ʷ１（未受診の理由）で「その他」（他で受診以外）と
回答した方の理由は、「その他」と回答した方が169人
（21.3％）と一番多く、次いで、「多忙で受ける時間がな
い」と回答した方が161人（20.3％） 、「申し込みの手続が
面倒」と回答した方が150人（18.9％）の順に多い結果とな
りました。

（２）未受診の理由（他で受診以外）

30

Q３-２．前の設問で「その他」と回答した方の理由

３．未受診の理由と受診の条件
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Q３ʷ１（未受診の理由）で「その他」（他で受診以外）と
回答した方の理由について、男女別・年齢階級別のクロス集
計を示します。

男女別でみると、男性は「多忙で受ける時間がない」、女性
は「多忙で受ける時間がない」と「結果が悪いと不安にな
る」が同率で最も多くなっています。（ Q３-２ 回答の「そ
の他」を除く）

年齢階級別でみると、40～44歳では「申し込みの手続が面
倒」が、65歳以上では「健康なので必要性を感じない」が最
も多くなっています。（ Q３-２ 回答の「その他」を除く）

（２）未受診の理由（他で受診以外）

31

３．未受診の理由と受診の条件
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Q３ʷ１（未受診の理由）で「その他」（他で受診以外）と
回答した方の理由について、居住地区別のクロス集計を行い、
回答者が10名以上の地区には最も多い回答を赤枠で示して
います。（ Q３-２ 回答の「その他」を除く）

最も多い回答が「多忙で受ける時間がない」の地区が最も多く
9地区あり、次いで「申し込みの手続が面倒」の地区が6地区と
なっています。

（２）未受診の理由（他で受診以外）

32

３．未受診の理由と受診の条件

（回答者6名）

（回答者1名）

（回答者なし）
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Q３ʷ１（未受診の理由）で「その他」（他で受診以外）と
回答した方の理由について、現在の勤務状況別のクロス集計
を示します。

勤務状況別に各回答の割合をみると、常勤・非常勤・自営業
の方は「多忙で受ける時間がない」と回答する方が一番多い
結果となりました。一方で、ほとんどの勤務状況の方におい
て、「申し込みの手続きが面倒」と回答した方の割合も、上
位を占めています。

（２）未受診の理由（他で受診以外）

33

（注）元の④Q１-４×Q３-２

３．未受診の理由と受診の条件
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Q３ʷ２にて「その他」と回答した方の理由の回答集（抜粋）

（３）未受診の理由（自由記述）

34

（全回答は参考資料１を参照ください）

３．未受診の理由と受診の条件
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（４）受診の条件

35

Q３-４．特定健診を受診するための最も優先する条件

特定健診を受診するための最も優先する条件は、「場所が自
宅から近い」と回答した方が410人（36.8％）と一番多く、
次いで、「いつも行く病院（都内など）で受けられる」と回
答した方が292人（26.2％） 、「待ち時間が少ない」と回答
した方が218人（19.6％）の順に多い結果となりました。

３．未受診の理由と受診の条件



©2023 Japan System Techniques Co., Ltd.

特定健診を受診するための最も優先する条件について、男女
別・年齢階級別のクロス集計を示します。

男女別にみると、女性は男性よりも「場所が自宅から近い」
が多い一方で、「日曜日・祝日に受けられる」は少なくなっ
ています。

年齢階級別にみると、「いつも行く病院で受けられる」が高
齢になるほど多い傾向があります。

（４）受診の条件

36

３．未受診の理由と受診の条件
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特定健診を受診するための最も優先する条件について、居住
地区別のクロス集計を示します。

「場所が自宅から近い」という地理的な条件は、最も高い東
では50％、最も低いあたごでは15％と大きな差があります。

（４）受診の条件

37

３．未受診の理由と受診の条件
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現在の勤務状況別に特定健診を受診するための最も優先する
条件を確認したクロス集計を示します。

勤務状況別に各回答の割合をみると、どの勤務状況の方にお
いても、「場所が自宅から近い」という条件を選んだ割合が
上位を占めています。また、勤務状況で「家事」と「無職」
を選んだ方においては、「いつも行く病院（都内など）で受
けられる」と回答した方が、他の勤務状況の方より高い割合
を示す結果となりました。

（４）受診の条件

38

（注）元の⑤Q１-４×Q３-４

３．未受診の理由と受診の条件



©2023 Japan System Techniques Co., Ltd.

（４）受診の条件

39

（注）元の⑬Q１-３×Q３-４

特定健診を受診するため最も優先する条件で、地区別に回答
をみるクロス集計を示します。

あたご、北野、管沢、中野、本多、新塚以外の地域において、
回答した方のうち、「場所が自宅から近い」と選択した方が
最も多い割合を占めています。

３．未受診の理由と受診の条件
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Q３ʷ４にて「その他」と回答した方の最も優先する条件の
回答集（抜粋）

（５）受診の条件（自由記述）

40

（全回答は参考資料２を参照ください）

３．未受診の理由と受診の条件
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（６）受診促進の条件

41

Q３-６．どのように状況が変化したら、特定健診を受けようと思うか

どのように状況が変化したら、特定健診を受けようと思うか
という受診促進の条件は、「医師から受診を勧められる」と
回答した方が322人（24.2％）と一番多く、次いで、「自分
の時間に余裕ができる」と回答した方が305人（22.9％） 、
「受診手続が簡単になる」と回答した方が290人（21.8％）
の順に多い結果となりました。

３．未受診の理由と受診の条件
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受診促進の条件について、男女別・年齢階級別のクロス集計
を示します。

男女別にみても、ほぼ同じ傾向となっています。

年齢階級別にみると、45～69歳では「自分の時間に余裕がで
きる」が最も多く、70～74歳では「医師から受診を勧められ
る」が最も多くなっています。

（６）受診促進の条件

42

３．未受診の理由と受診の条件
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受診促進の条件について、居住地区別のクロス集計を示しま
す。

地区により、重視する条件の傾向はかなり異なっています。

（６）受診促進の条件
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３．未受診の理由と受診の条件
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（６）受診促進の条件

44

（注）元の⑥Q１-４×Q３-６

現在の勤務状況別にどのように状況が変化したら、特定健診
を受けようと思うかを確認したクロス集計を示します。

勤務状況別に各回答の割合をみると、常勤・非常勤・自営業
の方は「自分の時間に余裕ができる」と答えた方が多く、家
事・無職の方は「医師から受診を勧められる」と回答した方
が多い結果となりました。また、どの勤務状況の方において
も「受診手続が簡単になる」と回答した割合も上位を占めて
います。

３．未受診の理由と受診の条件
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特定健診を受けない理由ごとに、どのように状況が変化した
ら、特定健診を受けようと思うかを確認したクロス集計を示
します。

特定健診を受けない理由として「かかりつけ医で定期的に検
査をしているため」と回答した方のうち、状況の変化として
「医師から受診を勧められる」を選択した方が、最も高い割
合を占めています。

（６）受診促進の条件

45

（注）元の⑩Q３-１×Q３-６

３．未受診の理由と受診の条件



©2023 Japan System Techniques Co., Ltd.

（６）受診促進の条件

46

（注）元の⑫Q３-２×Q３-６

特定健診を受けていない理由で「その他」を選択した方の理
由別に、どのように状況が変化したら特定健診を受けようと
思うかを確認したクロス集計を示します。

特定健診を受けていない理由で、④「どうやって受けるか分
からない」と回答した方のうち、37.7%の方が「受診手続が
簡単になる」と回答しています。

３．未受診の理由と受診の条件
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Q３ʷ６にて「その他」と回答した方の理由の回答集（抜粋）

（７）受診促進の条件（自由記述）
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（全回答は参考資料３を参照ください）

３．未受診の理由と受診の条件



©2022 Japan System Techniques Co., Ltd.

４．健康の状態と意識
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（１）健康状態

49

Q４-１．現在の自身の健康状態についてどう思うか

現在の自身の健康状態についてどう思うかという質問には、
「とても健康だと思う」と回答した方が50人（4.5％）、「健
康だと思う」と回答した方が584人（53.1％）と、半数以上
を占める結果になりました。一方で、「あまり健康だと思わ
ない」と回答した方が342人と、全体の30％以上の方がご自
身の健康に自信を持っていないこともわかりました。

４．健康の状態と意識
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特定健診を受けない理由ごとに、現在の健康状態をどのよう
に把握されているのかを確認したクロス集計を示します。

割合でみると、特定健診を受けない理由として「かかりつけ
医で定期的に検査をしているため」と回答した方で、「あま
り健康だと思わない」「健康だと思わない」と回答した割合
が、合わせて半数以上を占めています。

（１）健康状態

50

４．健康の状態と意識

（注）元の⑪Q３-１×Q４-１
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（２）健診の意識

51

Q４-２．特定健診を受けることについてどう思うか

特定健診を受けることについてどう思うかという質問には、
「受けないよりは受けた方がよい」と回答した方が409人
（37.2％）と一番多く、次いで、「年に一回必ず受けた方が
よい」と回答した方が342人（31.1%）、「必要な時だけ受け
ればよい」と回答した方が165人（15.0％）の順に多い結果
となりました。

４．健康の状態と意識
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（３）健診の意識（自由記述）

52

（全回答は参考資料４を参照ください）

４．健康の状態と意識

Q４ʷ２にて「その他」と回答した方がどのように思われて
いるかの回答集（抜粋）
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 健診の認知度
「自営業」の方は、他の勤務状況の方と比較して、特定健診の
認知度が低い傾向にあります。また、「自営業」の方は、他の
勤務状況の方と比較して、特定健診が無料で受けられることを
ご存じない方の割合が高い傾向があります。上記のことより、
「自営業」の方に焦点を当てて、ハイリスクアプローチ的な観
点から、特定健診の認知度を上げる方法も考えられます。
 受診手続
特定健診を受けていない理由の上位に「手続が面倒」があり
ます。どうなれば特定健診を受けようと思うかの条件として
「受診手続が簡単になる」ことが上位にきています。また、
特定健診を受けていない理由で「どうやって受けるか分から
ない」と回答した方のうち、約４割の方が「受診手続が簡単に
なる」と回答していることがわかりました。特定健診の受診率
向上のための取組として、受診手続の簡略化の検討も考えられ
ます。
 受診場所
特定健診を受診するための最も優先する条件として「場所が自
宅から近い」や「いつも行く病院（都内など）で受けられる」
といった回答が多い傾向にあります。特定健診を受診するため
の最も優先する条件として、ほとんどの地域で「場所が自宅か
ら近い」と回答した方が一番多い割合となっています。特定健
診の受診率向上のため、開催場所についても検討が必要と思わ
れます。
 かかりつけ医
特定健診を受診しない理由として「かかりつけ医で定期的に
検査をしているため」と回答した方が、どの勤務状況の方にお
いても、上位を占めています。一方で、その回答者のうち、
「かかりつけ医から受診を勧められる」と特定健診を受診をし
ようと思うと回答した方が、最も多い結果となりました。
「かかりつけ医で定期的に検査をしている」方のうち、半数以
上は健康に不安をもっていることに着目すると、みなし健診の
拡充や、かかりつけ医から特定健診の受診を勧奨してもらうな
ど、医療機関との連携を強化することも考えられます。

〔まとめ〕
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（添付資料）
アンケート内容

（１）調査票の項目
（２）調査項目と分析の対応表
（３）調査票
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調査項目 質 問
１．基本属性 １．あなた自身のことについて、おうかがいします。
（１）性別 Ｑ１ʷ１あなたの性別を教えてください。
（２）年齢 Ｑ１ʷ２あなたの年齢を教えてください。
（３）居住地区 Ｑ１ʷ３あなたのお住まいの地区を教えてください。
（４）勤務状況 Ｑ１ʷ４あなたの現在の勤務状況を教えてください。
（５）家族構成 Ｑ１ʷ５あなたの現在の家族構成（世帯）を教えてください。
（６）国保加入年数 Ｑ１ʷ６あなたの国民健康保険加入年数を教えてください。
２．健診の認知度 ２．特定健康診査（特定健診）について、おうかがいします。
（１）特定健診の認知度 Ｑ２ʷ１「特定健診」について知っていますか。
（２）総合健診の認知度 Ｑ２ʷ２「総合健診」について知っていますか。
（３）人間ドック健診の

認知度
Ｑ２ʷ３「人間ドック検診」について知っていますか。

（４）助成制度の認知度 Ｑ２ʷ４「国保の健診を受けない方への助成制度」について知って
いますか。

（５）無料の認知度 Ｑ２ʷ５特定健診が無料で受けられることを知っていますか。
（６）封筒の認知度 Ｑ２ʷ６毎年、緑色の封筒で特定健診の案内を送っていることを

知っていますか。
（７）意義の認知度 Ｑ２ʷ７特定健診が生活習慣病を見つけるための健診であることを

知っていますか。
３．未受診の理由と

受診の条件
３．特定健診を受けていない理由について、おうかがいします。

（１）未受診の理由
（他で受診）

Ｑ３ʷ１特定健診を受けていない理由を教えてください。

（２）未受診の理由
（他で受診以外）

Ｑ３ʷ２前の設問で「５．その他」と回答した方は、その理由を教
えてください。

（３）未受診の理由
（自由記述）

Ｑ３ʷ３前の設問で「７．その他」と回答した方は、その理由を教
えてください。

（４）受診の条件 Ｑ３ʷ４特定健診を受診するための最も優先する条件を教えてくだ
さい。

（５）受診の条件
（自由記述）

Ｑ３ʷ５前の設問で「６．その他」と回答した方は、その条件を教
えてください。

（６）受診促進の条件 Ｑ３ʷ６どのように状況が変化したら、特定健診を受けようと思い
ますか。

（７）受診促進の条件
（自由記述）

Ｑ３ʷ７前の設問で「６．その他」と回答した方は、その理由を教
えてください。

４．健康の状態と意識 ４．健康や健診の意識について、おうかがいします。
（１）健康状態 Ｑ４ʷ１現在のご自身の健康状態について、どのように思われます

か。
（２）健診の意識 Ｑ４ʷ２特定健診を受けることについて、どのように思われますか。
（３）健診の意識

（自由記述）
Ｑ４ʷ３前の設問で「５．その他」と回答した方は、どのように思

われるか教えてください。

（１）調査票の項目

55
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調査項目 件数・割合
の集計

性別
(１.(１))

年齢別
(１.(2))

居住
地区別
(１.(３))

勤務
状況別
(１.(４))

家族
構成別
(１.(５))

その他

１．基本属性
（１）性別 本編 ʷ ʷ ʷ
（２）年齢 〃 別紙 ʷ ʷ ʷ
（３）居住地区 〃 〃 別紙 ʷ ʷ ʷ
（４）勤務状況 〃 〃 〃 別紙 ʷ ʷ
（５）家族構成 〃 〃 〃 〃 ʷ ʷ
（６）国保加入年数 〃 〃 〃 〃 ʷ ʷ ʷ
２．健診の認知度
（１）特定健診の認知度 本編 本編 本編 本編 本編 本編 ʷ
（２）総合健診の認知度 〃 別紙 別紙 別紙 ʷ ʷ ʷ
（３）人間ドック健診の

認知度
〃 〃 〃 〃 ʷ ʷ ʷ

（４）助成制度の認知度 〃 〃 〃 〃 ʷ ʷ ʷ
（５）無料の認知度 〃 本編 本編 本編 本編 本編 ʷ
（６）封筒の認知度 〃 別紙 別紙 別紙 ʷ ʷ ʷ

（７）意義の認知度 〃 〃 〃 〃 ʷ ʷ ʷ
３．未受診の理由と

受診の条件
（１）未受診の理由

（他で受診）
本編 本編 本編 本編 本編 ʷ ２.（４）

３.（６）
４.（１）
との対応

（２）未受診の理由
（他で受診以外）

〃 〃 〃 〃 〃 ʷ ３.（６）
との対応

（３）未受診の理由
（自由記述）

本編
参考資料１

（４）受診の条件 本編 〃 〃 〃 本編 ʷ ʷ

（５）受診の条件
（自由記述）

本編
参考資料２

（６）受診促進の条件 本編 〃 〃 〃 本編 ʷ ʷ

（７）受診促進の条件
（自由記述）

本編
参考資料３

４．健康の状態と意識
（１）健康状態 本編 別紙 別紙 別紙 ʷ ʷ ʷ
（２）健診の意識 〃 〃 〃 〃 ʷ ʷ ʷ
（３）健診の意識

（自由記述）
本編

参考資料４

（２）調査項目と分析の対応表
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（３）調査票
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